
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体調不良等で指導をお休みする際は連絡をお願いします。 
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２月の予定 

子ども発達支援センターTEL：0123-76-7360 

 寒さが厳しくなる１月がやってきました。外も雪で白くなり、そり滑りや雪遊びなど冬な

らではの遊びも支援の中で楽しみたいと思います。 

 空気が乾燥し、体調を崩しやすい時期のためお互いに気をつけていきましょうね。 

＊28 日は乳幼児健診のため指導はお休みになります。 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２がつのさくひん  １２月はツリーやサンタ

クロースを題材にした製作

を楽しみました。 

サンタクロースはイメー

ジカラーを使って小さなと

ころに色を塗り、形を合わ

せることを大切に取り組み

ました。 

ツリーやリースは想像を

巡らせて自由に飾りつけを

楽しんだり、形や大きさを

意識したりする目的で取り

組みました。ブーツは紐通

しになっており、目と手の

協応や穴の位置を意識した

ものとなっています。 

わらべうた遊び 

「わらべ」とは「子どもたち」のことを

指す、昔の言葉です。昔の子どもたちが

季節やその時の気持ちを言葉ではなく、

歌や動きを表現したもので、歌と遊びが

セットになっていることが特徴です。 

 子どもにとって無理のない自然な音

階で大人や友達同士でも手足を使って

歌って遊ぶことができます。スキンシッ

プから愛情形成ができるだけではなく、

音感や手足の機能を高めることも考え

られています。 

*広島市教育センター「平成１７年度広島市学

校教育研究グループ活動研究成果報告書」 

支援の中で取り組む目的 

１．情緒が安定し、一緒に楽しんでいる相手と

の絆を深める  

ゆったりとしたリズム・音階で楽しむことで、

心地よさを感じられるよう取り入れています。

手足などを使ったスキンシップにより、一緒に

遊んだ人との絆が深まるよう心がけています。 

２．刺激により感覚が育つ 

 手や指を使ったり、足を踏み鳴らしたり、体

の末端を使って遊んだり触れたりすることで、

手足などの位置を知らせ、感覚を育みます。 

３．次を期待したり、予測したりし、ワクワク

する気持ちを育む 

同じ言葉とリズムを繰り返すことや、歌の最

後にくすぐるものがあることが多く、楽しさや

心地よさから「もっとしたい」というような気

持ちを育みます。また、一緒に楽しむ相手と視

線や動きで言葉以外のコミュニケーションをと

るきっかけづくりとして取り組んでいます。 

構成・絵 

さいとう しのぶ 

http://www.center.edu.city.hiroshima.jp/kennkyu/file/kenkyu/2005/9_warabeuta.pdf
http://www.center.edu.city.hiroshima.jp/kennkyu/file/kenkyu/2005/9_warabeuta.pdf

